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海洋観測データベースシステムの開発
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受託研究 匚オンラインデータ管理・提供システムの開発研究｣ の一環として様々な

海洋観測データの円滑な管理及び，グラフィック表示を簡単に行うことを目的として，

海洋観測データベースシステムを開発した。このシステムは，システム管理者による

管理のもと，複数の海洋研究者が研究目的で使用することを考えて設計されている。

そのため，本システムは様々な海洋観測機器で収得されるデータへの対応，海洋学で

用いられる表現方法によるグラフィック表示機能などの特徴をもつ。

また来年度以降，大型海洋観測研究船｢ みらい｣ 及びそれによって展開されるTRITON

プイが運用されることにより，データの大幅な増加が見込まれているか，本システムを用

いることにより，データ処理及びその管理にかかわる作業の軽減力嘶 待できる。
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An  ocean  observation  data  base has been constructed  to facilitate data  management  and

display of oceangraphic  data with the special coordination  fund  provided  by the Science and

Technology  Agency  of the Japanese  Government,  entitled "Development  of the online data

management  and providing system". We  designed that the system will be managed  by a system

manager,  and  many  users will utilize this system  for scientific purpose. The  characters of

the system  are as follows: 1) Various  kinds of data  obtained  with  ocean  observing  instru-

ment  can  be  treated, 2) various  type of oceangraphic  figures can  be easily derived.

The  work  with  regard  to data  processing and  management  will be  reduced  by  using this
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system, while volume  of data  will substantially increase with  operation of R/V  MIRAI

and  deployment  of TRITON  (TRIangle Trans-Ocean  buoy  Network)  buoys.

Key  Words  : Ocean Observation Data, Databese, EPIC, GOOS

１　はじめに

海洋科学技術センターでは地球規模の環境変動を解

明するため，広域にわたりさまざまな海洋観測（例:

Tropical　Ocean　Climate　Study　(TOCS),  World

Ocean  Circulation Experiment  (WOCE)) を行 って

いる。また近年音響式流向流速計(Acoustic Doppler

Current Profiler, ＡＤＣＰ）など新たな計測機器も開発

され，様々な海洋観測データの取得量が急増している。

一方で研究者の多くは，データ量の増加に伴い，膨大な

データの中から必要な情報を得るための作業に時間を費

やしている。一例を挙げると，多くの研究者はさまざま

なデータの中から必要とするものを抜き出し，塩分濃度

などの分布図を作画するためのプログラムを作成する作

業を行っているのが現状である。これらの作業は，海洋

観測データを管理するデータペース及びそのデータを可

視化するシステムがあれば簡略化できる。

現在このようなシステムとして，海洋科学技術センター

にはNOAA/PMEL  (National Oceanic & Atmospheric

Administration ／ Pacific Marine Environmental

Laboratory : 米国海洋大気庁／太平洋海洋環境研究所）

で開発された, EPIC  (Equatorial Pacific Information

Collection) システムが導入されている(Soreide and

Hayes,  1988) 。このＥＰＩＣは，係留観測及びＣＴＤのよう

なプロファイル観測などから得られる海洋観測データを

扱うことができるデータ管理・解析ソフトウェアで，海

洋観測データをデータペース化し，必要なデータを抽出

してグラフィック出力できるものである。しかしながら，

ＥＰＩＣは1980年代に開発されたソフトウェアであるため，

いくつか改良すべき点がある。例えば, EPIC の操作は

コマンド入力方式により行うため，マウスによる操作に

比べ操作性が良くない。また，セキュリティが弱く誰で

も簡単に他人のデータにアクセスできるという問題があ

る。さらにはＡＤＣＰや漂流ブイなどのデータにも対応し

ていない。これら諸問題のため，海洋科学技術センター

内ではＥＰＩＣはあまり使われていないのが現状である。

また平成９年度からは大型海洋観測研究船「みらい」

の運用が始まり, TRITON  (Triangle Trans-Ocean

buoy Network) ブイの展開も始まる予定である。この
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ため取得されるデータ量が現状の数倍になることが予想

されている。一方海洋観測データのデータベース化などの

対策力S取られていない現状では，研究者がデータを取得

してもその整理に時間をとられデータを落ち着いて解析す

る時間を持てず，また最悪の場合はデータそのものを散

逸してしまうという事態をまねくことも懸念されている。

このような問題を解決するため，平成５年度から科学

技術振興調整費「世界海洋観測システム（Ｇ００Ｓ）構築

に資する革新的プイシステムの基盤技術開発研究」の一

環として，受託研究「‾オンラインデータ管理・提供シス

テムの開発研究」を行ってきた。その開発研究において，

海洋観測データが一元管理できグラフィック出力が可能

な海洋観測データベースシステムの開発を行った。本報

では，今回新たに開発した本システムについて紹介する。

２　開発方針

2.1　開発の基本方針

観測により得たデータを研究者が有効に活用できるよ

うにするためには，データを効率よく管理できかつ蓄積

したデータの中から簡単に必要なデータを探し出し（デー

タベース機能），可視化することができる（グラフィッ

ク表示機能）システムが必要である。そこで，本システ

ムの開発に当たってはデータベース機能とグラフィック

表示機能を２本の柱とし，また操作を簡単にするため，

ユーザインターフェースとしてウィ ンドウシステムを採

用した。さらにデータを保護するためのセキュリティシ

ステムを考慮した。

海洋観測データは，用いた観測機器や研究目的により

データ項目数やデータフォーマットが異なっている。す

なわち，海洋観測データをデータベース化するためには，

さまざまなフォーマットを持つデータを処理できること

が必要であるｏそこで本システムにおいては，観測機器

をいくつかの種類に分類しそれぞれの種類ごとにデータ

の登録，検索，作図を行えるようにしたｏまた，データ

そのものの互換性を考慮して，科学技術分野で広く利

用さ れているデータフ ォーマッ トであ るnet  CDF

（ＮＥＴｗｏrｋ Common Data Format) にフォーマット

変換してデータベース化するようにしたｏ
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グラフィック表示機能は，観測したデータの時間，空

間分布を視覚的にとらえ理解する上で有力な手段となる。

そこで本システムでは，海洋学で用いられる主な形式

(例:鉛直フ。ロファイル)で作図できるようグラフィッ

ク機能を設計した。また，複数の観測結果を比較検討す

る際に，圧力や時間などのスケールをそろえて作図し

比較する必要がある。そのため作図の際に，グラフの軸

などの設定をインタラクティブにかっ詳細に行えるよう

に設計した。

これらのデータベース機能及びグラフィック表示機能

を使いやすくするため，対話形式で簡単に操作ができる

ウインドウシステムを採用し，メニューにより各機能を

選択できるようにした。

データベースは多くのデータをユーザが共有するため，

データの破壊，改ざんや無断使用を防ぐためのセキュリ

ティが考慮されていなければならなし、。そこでデータベー

ス管理者を一般利用者と分けて運用する形態とし，一般

利用者が使用できる機能を制限した。またデータベース

利用者を登録制として運用するよう設計した。

本システムはEPICを雛形として開発している。 EPIC

はもともとVAX/VMS上で開発されたもので， 簡単な

「なつしまj

データベース機能と， CTDや係留系のデータから鉛直

断面図や時間変動図なと、を作画する機能を持っている。

本システムでは， EPICが持っているデータベース機能

及びグラフィック表示機能を拡張するとともに， EPIC 

で考慮されていないセキュリティや操作性の向上， EPI 

Cで対応していないデータ種 (ADCP他)への対応を目

指して開発した。

2.2 開発環境及び利用環境

ソフトウエアの汎用性及び移植性を考慮して， 本シス

テムの開発はUNIXシステム上で行った。なお開発の効

率を向上させるため，データベース機能の基本システム

に汎用データベースツールIngresを採用し，グラフイツ

ク表示機能の基本システムに汎用グラフィックツーノレI

DLを採用して開発を行なった。ハードウェアとしては，

SUN SPARCstatIon CSolaris2. 3)を採用した(図 1の

黒枠内)。

なお，海洋科学技術センターにおけるシステムの利用

環境として，開発環境で使用したシステムに加え外部ハー

ドディスク， CD-ROM装置， 4 mmDAT， 8 mmテープ

装置， 5インチ光磁気ディスク， CD-Writerなどの周

「よこすかj 「かいようj

NOAAlPMEL 
気象、海象、流向流速、水温(XBT)、塩分水混(CTD)、クロロフィル、栄養注等

Jヤ-→タ以入
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(|EM|; 
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イーサネット

データ入力局
ワークステーション

衛星データ(可授、赤外、マイクロ波)

音響トモグラフィ

アルゴスデータ(北極ブイ、赤道TOGAブイ)

MS.DOS系
メテ'ィア変換裟置

PC9821 AP2N8W 
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DOSN系
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IBM PSN2剖かNWC

C割、onカラーレーザーコピ?

データ出力周
カラープリンタ

圏

図1 海洋科学技術センターにおける海洋観測データベースシステムのハードウェア環境の構成図。黒枠で囲ったところ

(データ管理用ワークステーション及びその周辺機器)が本システムで使用した開発環境となっている部分である

Fig. 1 Hardware for the ocean observation database system in JAMSTEC. The hatched rectangle denotes 
hardware used for the development of this system. 
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辺装置，メディア変換用パソコン，出力用カラープリン

タを用意した。これらの装置は， EPICが導入されてい

るVAX4100 (MSTEPS)も含めイーサネットで接続さ

れている。

2.3 システム設計

2.1に述べた開発方針をもとに設計した本システムの

概念図(データフロー)を図2に示す。データベース機

能としては，海洋観測データの登録，削除，検索/参照，

パックアップ機能がある O グラフィック表示機能として

は，検索された情報から研究者が必要とする形式の出力

をグラフィック表示し，その結果を保存，印刷する機能

がある。さらにシステム管理機能として，どのメニュー

からも呼び出すことができるオンラインヘルプ機能や，

セキュリティ保護のため設けた利用者登録機能， システ

ムの動作環境の設定機能，ノぜックアップ機能がある。

これら機能聞のデータの流れは次のようになっている。

① データのデータベースへの登録，削除，検索/参

照は，データベースツーノレIngresを介して行われるο

また，これらのデータベース機能及びシステム管理

機能の選択は，機能選択画面において行われる。

② Ingresを介して得たデータの検索情報は，ポイン

タファイル(データが保存されているディレクトリ

コンピュータネットワーークを介して

ユーザにデ-~を自慢供

図2 システム構成とデータの流れ

Fig.2 The database system and data flow. 
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とファイル名のリスト〉と呼ばれるファイルに出力

され，グラフィック表示機能に渡される C

③ グラフィック表示の結果は，イメージデータファ

イルとしての保存機能及び印刷機能に渡され，処理

されるcなお，これらの機能はグラフィックツール

IDLを用いて行われる。

システムの機能と利用手順

図2に示したように，本システムは以下の機能を持つ

ているG

① データ:登録機能

② データ削除機能

③ データ検索/参照機能

④利用者登録/削除機能

⑤ データセキュリティ機能

⑥ パックアップ機能

⑦ システム設定機能

⑧ EPIC互換機能

⑨ HELP機能

⑬ グラフィック表示機能/印刷機能/イメージデー

タ保存機能

データベース管理者と一般利用者の間で使える機能が

異なっており，データベース管理者は全ての機能を利用

できるが，一般利用者は③⑧⑨⑩の機能のみ使用でき

るG

以下にこれらの機能について説明する。

3.1 データ登録機能(データベース管理者機能)

海洋観測データは用いた観測機器や研究目的によって，

そのフォーマットや項目が異なっている。したがってζ

れらの異なるフォーマッ卜のデータを処理するため，観

測機器(データ種)を分類しそれぞれの種類ごとに登録

できる機能を開発した。なお本システムでは，データ

種としてCTD(船上観測用).XBT，採水分析， ADCP 

を除く係留機器，係留型ADCP，船舶搭載型ADCP，漂

流ブイがあるC

登録はASCIIフォーマットのデータを対象に行われ，

ファイル中のパラメータを指定する(例えばCTDデータ

においてファイル中に温度・電気伝導度・圧力のデータ

のみが存在する場合，塩分は登録されないので注意され

たい)。

登録作業は次の手順で行う(図3)c 

① システムを起動し，利用者選択でデータベース管

理者を選択する。
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② ログインしデータベース登録機能を選択する。

③ データフォーマットの作成を行う。

これは，登録するデータの各種情報をシステムが

認知できるようにするためのもので，属性定義とパ

ラメータ定義がある。属性定義とは，データが持つ

付加的な情報(観測日時など検索を行う際のキー情

報)の定義である。パラメータ定義とは，ファイル

中にどのようなパラメータがどのようなフォーマッ

トで格納されているかという定義である O

④作成したデータフォーマットと観測データを登録

する O

この時データはnetCDFフォーマットに変換され

る。なお③で作成したフォーマットと同一フォーマッ

トであるファイルについては一括して登録できる。

⑤ その後登録するデータがあれば③④を繰り返すO

3.2 データ削除機能(データベース管理者機能)

データ削除機能は，データベース上から不用となった

システムの起動

メイン画面の表示

利用者選択

パスワード/ログインのチェック

機能選択

データフォーマットイ午成

データフォーマット登録

海洋観測データの登録

終了

データベース管理者選択

データ登録機能選択

YES 

緯度/経度、日時、パラメ
ータ等の必要条件の設定

図3 データベースへのデータ登録手順のフロー

Fig.3 Flow chart for data-registration in the database. 
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登録データに関する情報を削除する機能であるO データ

そのものの削除は行わない。

3.3 データ検索/参照機能(データベース管理者

機能，一般利用者機能)

データの検索機能については，緯度，経度などのキー

情報を入力するキー検索方式と，地図上に表示された観

測点から検索範囲をマウスで選択する地図検索方式があ

る。また，膨大なデータの中から必要とするデータを確

実に検索できるようにするため，検索結果からさらに条

件の絞り込みを行う機能，及び繰り返し検索ができる機

能を用意した。

データ検索及びグラフィック表示の手順を以下に示す

(図4)。

① ログイン後グラフィック表示または検索のいずれ

かを選択する。検索を選択すると検索画面が表示さ

れるO

②検索画面において海洋観測データの種別を指定す

る。

③検索方式を選択する。キー検索方式の場合はキー

情報を入力し，地図検索方式の場合は検索範囲をマ

ウスで指定して(図5)検索を行う。

④検索結果(ポインタファイルの内容〉が表示され

るo検索結果が意図したものでなければ再検索を行

つ。

⑤検索結果が意図したものであれば，ポインタファ

イルを出力し，グラフィック表示を行う。

データ参照機能は，すでにある検索結果をもとに表示，

プリンタ出力を行う機能である。

3.4 利用者登録/削除機能(データベース管理者

機能)

本システムでは，セキュリティを考慮して利用者は登

録制による運用を想定している。登録にあたっては，個

人単位の情報だけではなく，グループ単位の情報登録も

行う。利用者登録及び削除はデータベース管理者によっ

てのみ行うことができる。

3.5 データセキュリティ機能(データベース管理

者機能)

データの登録時に登録データのセキュリティ属性を付

与することにより，登録されていないユーザのみならず，

登録利用者間においてもデータの破壊，無断アクセスが

起こらないようなセキュリティ機能を設定した。このセ
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システムの起動

メイン画面の表示

利用者選択
.一般利用者

データベース管理者の選択

パスワード/ログイ ンのチェ ック

グラフイツク表示

データ検索

検索画面

海洋観測データ種別指定
Timeシリーズ，XBT，CTD， 
ADCP，漂流ブイ等の指定

検索条件の指定

検索結果の表示

NO 

ポインタファイル出力

グラフメニュー表示

グラフイック表示

終了

地図検索

NO 

検索範囲の指定

ポインタファイル選択

グラフィ ック表示種類
の選択とカスタマイズ

図4 データ検索及びグラフィ ック表示手順のフロー

Fig.4 Flow chart for data-search and graphic display. 

キュリティ属性はデータの公開範囲に関する情報で，本

システムでは一般公開データ，グループ内公開データ，

個人データの3つの属性を用意している。

登録されているデータに対してアクセス権のないユー

ザは，そのデータに対する検索やグラフィック表示を行

うことはできなL、。

3.6 パックアップ機能(データベース管理者機能)

本機能は，システム設定機能において設定したディレ

クトリをパックアップする機能で，デフォルトではシス

テム全体をパックアップするo この場合登録したデータ

のみならずt 3.1に記したデータフォーマ ット情報，利

用者情報， システム環境情報及びシステムプログラムを

パックアップする。
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ノfックアップ機能では，過去のパックアップ履歴を参

照することができる。

3.7 システム設定機能 (データベース管理者機能)

本システムの動作環境を設定する機能である。例えば，

netCDFファイルやポインタファイルを保管するデフォ

ルトのディレクトリの設定，パックアッフ。ディレクトリ

の指定，利用者↑静Rやノぜックアップ履歴などのレポーティ

ング機能など各種機能の利用環境の設定を行う。

3.8 EPIC互換機能(データベース管理者機能，

般利用者機能)

VAX4100に導入されているEPICのグラフィック機能

を，本データベースに登録したデータに対しでも利用で

JAMSTECR， 34 (1996) 
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図5

グラフィック表示機能/印削機能/イメージEPICで扱えるフォーマットにファきるようにするため，

データ保存機能 (データベース管理者機能，

一般利用者機能)

グラフィック:表示機能は次のものを開発した。

① 鉛直断面図 (図的

② 水平分布図 (図7) 

③鉛直プロファイル図(図8)

④ 時間変動図〈図g)

⑤ T-8ダイヤグラム図(図中に等密度線を描く)

⑥ プロパティ・プロパティ図

⑦ スペクトル解析図 (FFTにより計算。スペクトル

ウインドウはハミングとハニングを選択可)
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3.10 

一般

イノレを出力する機能である。これはデータをnetCDFフォー

マットに変換し，その所在情報を格納するポインタファ

イルをデータ検索時に出力することで実現している。

HELP機能(データベース管理者機能，

利用者機能〉

システム利用中に操作方法や機能の内容がわからなく

なった時のため，オンラインHELP機能を用意した。

の機能はそれぞれのウイン ドウ ごとに用意したHELPボ

タンにより使用する。

、，
」

3.9 
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ランベル ト図法による水平分布図表示例

An example of horizontal contour map by Lambert <:onfnrma.l 

図7

Fig.7 
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⑧漂流物軌跡図(図10)

さらにユーザが希望する形式で表示できるよう，作図

を行う際に下記のカスタマイズ機能が使用できるO

① タイトルを指定した文字サイズで表示できる。

② コンター間隔，種類を設定で、きる。

③ X/Y軸の表示を昇111買/降JI慎のどちらで行うかを

選択できる。

④ X軸の表示位置(上/下)を選択できる O

⑤ 区間平均値を計算して表示する際，区間の幅を設

20.0 22.5 

33 .34 

'0 

250 

500 

750 

1000 

PT 

。 10 

。 5 10 

20.0 22.5 

定できる。

⑥観測点からのデータの表示範囲を設定できる O

⑦ カラーパー，グリッド表示の有無を指定できるC

③水平分布図，軌跡図で表示する地図の精度及び技

法を選択できる。

グラフィック表示結果はプリンタに出力することがで

きるとともに，ポストスクリプトファイルにも出力する

ことができる。
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CAST = 001 

図8 鉛直フ。ロファイノレ表示例

Fig.8 An example of vertical profile. 
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図10 漂流ブイ軌跡図表示例
Fig.iO An example of paths of dri.fters. 
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4 考察

本システムの開発にあたっては，海洋観測で得られた

各種のデータを一元管理し，またデータの利用者すなわ

ち研究者が簡単に必要とするデータを検索して，グラフィッ

ク表示を行うことができることを目的とした。特にセキュ

リティ，マンマシンインターフェース，作画機能の充実

を配慮して開発を行った。

本システムを運用することによりデータ管理及び解析

の二つの面で、以下の効果が期待される。

(データ管理の面で)

・データの一元管理により，データの散逸を防止でき

る0

・データの共有化を図ることにより，保存効率が向上

する O

-各データにアクセス権を設定することにより，デー

タの漏洩の危険が減る。

(データ解析の面で)

・データフォーマットが統一されるので，解析プログ

ラムの開発が容易になる。

・海洋学で主に用いられる形式で作図できるため，そ

れに対する作図プログラムを作る必要がない。

・グラフィック出力を容易に得ることができるため，

観測結果の考察を迅速に行うことができる。

次に本システムの運用について考えるO 海洋科学技術

センターにおいては，年数回の海洋観測を行うクルーズ

があり，海洋物理観測だけではなく海洋化学，生物観測

も行っている。データの種類としては， CTD， XBTの

ようなプロファイル観測から得るもの，大型海洋観測研

究船「みらい」により展開する係留ブイから得る時系列

データ， ADCPデータのように時間，空間(鉛直方向)

両方で変化を追えるものなど多種にわたっている。すな

わち，データを取得する研究者が複数存在して，各自が

多種多様なデータを持っているという形態になっている。

この場合，ある一人の研究者がそのまま全クルーズのデー

タの管理者になるのは，その研究者にとって大変な負担

となるため好ましくなく，また各研究者が個別にデータ

ベースにデータの登録を行っていたのではシステムの運

用において混乱を招く恐れがある。したがって研究者と

は別にデータ管理を専門に行う人を配置すべきであろう。

そのような体制を取った場合，クルーズ終了後のデータ

の流れは次のようになると思われる。

①研究者はクルーズで得た生データに対しである期

限内にキャリプレーションを行い，ある時間，空間

間隔で平均操作あるいはサブサンプリングしたデー

JAMSTECR， 34 (1996) 

タセットを作る。

②研究者は作成したデータセットを生データ及びク

ルーズレポートとともにデータベース管理者に渡す。

③ データベース管理者はキャリプレーションが終わっ

たデータをデータベースに登録する。その際研究者

からデータをどの範囲で公開するかという情報を得

て，それに対するセキュリティを施す。生データに

ついては容量が大きいのでデータベースには登録せ

ずにCD-ROM等の媒体に保存する。

④ データベース管理者はデータベースに登録した分

のデータについて日本海洋データセンターに提出す

るO

⑤ データベース管理者は，適当な期間毎にデータの

ノイックアップ作業などのメンテナンス作業を行う。

他に本システムの運用法として，観測船にワークステー

ションを導入してその上で動作させることも考えられる。

この場合，データベースが持つ作図機能を観測で得た生

データに対して適用することにより，観測結果を観測直

後に船上で見ることができる。

平成9年度からは大型海洋観測研究船「みらい」及び

これにより展開されるTRITONブイの運用が始まると，

これらの観測により取得されるデータ量の増大が見込ま

れる。本システムを上記のように運用することにより，

データ量の増大に伴う負担を研究者にあまりかけずに済

むものと思われる。

次に本システムの開発における今後の課題を以下に掲

げる。

(1) データベースで扱えるデータ種の拡張

現在扱うことのできないデータ種として，衛星画像デー

タや海上気象データ等がある。これらについては以降に

述べるGISとも関係しているので扱えるようにする予定

であるO また科学技術振興調整費「世界海洋観測システ

ム構築に資する革新的ブイシステムの基盤技術開発研究」

において他参加機関が開発している各種センサのデータ

に対しても対応する予定である。

さらには， WOCE観測で得られるような高精度のデー

タ(例えば塩分値では一万分の 1まで値をデータファイ

ルに記す)を扱うためには，現在取扱い可能な単精度実

数(4バイト)では精度不足であるので，倍精度実数

(8バイト)も扱えるようにする予定である。

(2) 解析プログラムの充実

ユーティリティとして解析プログラム，例えば地衡流

計算や調和解析，フィルタ処理等の時系列解析に関する

ものがあることが望まれるが，現在のところスペクトル
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計算以外は開発していない。

最後に今後の開発方針について述べる。受託研究「オ

ンラインデータ管理・提供システムの開発研究」の第 I

期の3年間で開発したシステムは，船上観測及び係留系，

漂流ブイ観測により得られた海洋観測データを対象とし

ている。ところが総合的に海洋現象をとらえ考察するた

めにはこれらの海洋観測データだけでは不十分で，海上

気象データ，人工衛星データ，海底地形データなども必要

となるO これらのデータ，すなわち海洋情報・地理情報を

総合的に扱うためには， GIS (Geophysical Information 

System)の海洋版ともいうべきシステムの開発が不可

欠となる。当該受託研究の第E期では海洋版GISの開発

に取り組むことを計画中である O

5 まとめ

受託研究「オンラインデータ管理・提供システムの開

発研究」の一環として，平成5年度から7年度にかけて

海洋観測データベースシステムを開発した。開発は，

NOAA/PMELにおいて開発されたEPICを雛形として

行っfこ。

本システムはSunのUNIX上で動作する。ただし，開

発効率を上げるために汎用データベースツールであるIn

gresおよびグラフィックツールIDLを用いているので，

本システムを使用するためにはこれらのツールが必要で

ある O

開発目標として，①データ管理者が海洋観測データ

を円滑に管理できる，②海洋研究者が海洋観測データ

の可視化処理を簡単に行える，の 2点を掲げた。その目

標にしたがって開発した本システムは次の特徴を持って

いる。

(1) ウインドウシステムを採用したマンマシンインター

フェース

ユーザフレンドりなインターフェース。

(2) さまざまな海洋観測機器のデータに対応

CTD，係留観測機器だけでなく，漂流ブイ，船舶搭

載型ADCPのように移動しながらデータを取る機器にも

対応。

(3) 豊富な検索・グラフィック表示機能

グラフィック表示は海洋学でよく用いられる作図形式

の多くをサポート。検索機能としては地図検索機能及び

検索の履歴保持機能が便利。
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(4) 堅固なセキュリティ

データベース管理者と一般利用者，及び一般利用者聞

に設けるセキュリティによるデータ保護。

本システムは上記のような特徴を持っていることから，

様々なクルーズの多種多様なデータを扱うことができ，

各研究者はそれぞれ自分がアクセス可能なデータだけを

効率よく処理できるシステムとなっている O 特に大型海

洋観測研究船「みらい」やそれにより展開されるTRIT

ONブイから得られる多量のデータにも対応できるよう

設計している。なお，システムの機能が多く多種のデー

タを扱えることから，運用に当たってはデータベース管

理者を研究者とは別に配置することが望ましい。

平成8年度以降は， 7年度までに積み残した項目(扱

えるデータ種を増やす，解析プログラムを付加する)を

クリアすると共に，総合的に海洋現象をとらえ考察でき

るようなシステムの開発を目指したい。それはGISの海

洋版とも呼べるようなもので，観測船上で得たデータだ

けでなく，係留ブイからリアルタイムで送られてくるデー

タ，海上気象データ，人工衛星データ，海底地形データ

等を総合的に扱えるようなものを考えているO
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